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Japanese Collaboration for Gravitational-Wave Electromagnetic Follow-up (J-GEM) とは、日本の研究機関
が国内外に有する可視近赤外線、電波観測設備を用いて、重力波の放射源を特定しその放射メカニズムに迫るこ
とを目指し組織された突発激変天体の光赤外・電波観測ネットワークである。J-GEMでは効率的な追観測、電磁
波対応天体同定を実現するための追観測情報や望遠鏡情報を共有するシステムを開発している。
重力波第二期観測では、中性子星合体GW170817の電磁波対応天体AT2017gfoの追観測を行い、その他には対

応する可能性のある天体が存在しないこと、AT2017gfoが可視光では急速に減光する一方で、近赤外線ではゆっ
くりと暗くなることを示した。
J-GEMの光赤外・電波観測ネットワークは重力波源の追観測だけにとどまらず、IceCubeで捉えられる高エネ

ルギーニュートリノ源の追観測や、Super-KamiokandeやKamLANDで捉えられる銀河系内超新星の観測にも応
用できると考えられる。本講演では、重力波第三期観測における J-GEMによる追観測、重力波第四期観測に向
けた J-GEMの展望、およびマルチメッセンジャー天文学の電磁波観測を担う J-GEMの活動を紹介する。


